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⼤⼾浄水場へ

東山浄水場へ
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浄水場
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「膜ろ過方式」とは・・・河川水などの原水に含まれる不純物
を、水圧によりろ過膜を通過させることで除去する方式です。

浄水処理は、主流であった「急速ろ過方式」などの、ろ過砂を使用した従
来法から、「膜ろ過方式」による新しい浄水処理の導入が進んでいます。

滝沢浄水場ではセラミック膜
を使用しています。



浄水場からご家庭へ
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「配水池」とは・・・
浄水場でろ過された水道水は、高台に
ある配水池に送られ貯められます。こ
れは、配水池と各家庭の高低差を利用
し水圧を確保すること、また、日中と
夜間で使用される水量が違うための調
整池の役割や、災害時の一時的な緊急
用水を確保するためでもあります。

水道管路総延⻑ L=816.9㎞
40年※超過延⻑ L=53.9㎞(R3末) 6.6%

➡「老朽管更新事業」
➡「重要給水施設配水管整備事業」
（※法定耐用年数40年）

➡漏水の原因となる管接合の管理
➡若手技術者の参入・育成



災害に備えて
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市で給水車を3台保有
➡東日本⼤震災や、最近では3月16

日に発生した福島沖地震時に国見
町に派遣しました。（左写真）

国見町での給水活動
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